
彙
報

一
三
三

彙
報

【
二
〇
二
一
年
度
　
学
会
活
動
報
告
】

　

発
足
十
一
年
目
と
な
る
本
年
度
、
早
稲
田
大
学
多
元
文
化
学
会
で
は
、
春

期
に
総
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
い
、
秋
期
に
学
生
研
究
発
表
会
・
研
究
発

表
会
・
講
演
を
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
に
て
開
催
し
た
。
い
ず
れ
も
、
早
稲
田
大

学
文
化
構
想
学
部
多
元
文
化
論
系
、
な
ら
び
に
本
学
総
合
人
文
科
学
研
究
セ

ン
タ
ー
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
社
会
に
お
け
る
多
元
文
化
学
の
構
築
」
部
門
の
共

催
で
実
施
し
た
。

・
総
会

　

日　

時
：
二
〇
二
一
年
六
月
一
九
日
（
土
）
一
二
時
三
〇
分
〜
一
三
時

　

形　

式
：
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催 

　

第
十
一
回
総
会
を
開
き
、
役
員
が
選
出
さ
れ
た
。
各
委
員
の
構
成
に
つ
い

て
は
、
後
に
示
し
た
。

・
春
期
大
会

　

日　

時
：
二
〇
二
一
年
六
月
一
九
日
（
土
）
一
三
時
〜
一
五
時

　

形　

式
：
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催 

　

 

大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
国
際
日
本
学
の
今
を
考
え
る
：
教
育
実
践
の
場
か
ら
」

　
　
　

報
告
者
：
茶
谷
さ
や
か
（N

ational U
niversity of Singapore

）

　
　
　
　
　
　
　

マ
シ
ュ
ー　

フ
ェ
ル
ト
（U

niversity of Florida

）

　
　
　
　
　
　
　

デ
ン
ニ
ッ
ツ
ァ　

ガ
ブ
ラ
コ
ヴ
ァ

 

（V
ictoria U

niversity of W
ellington

）

　
　
　
　
　
　
　

ダ
ニ
エ
ル　

ポ
ッ
ホ
（The U

niversity of H
ong Kong

）

　
　
　

コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
タ
ー
：
パ
ウ　

ピ
タ
ル
ク
（
文
学
学
術
院
准
教
授
）

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
国
際
日
本
学
コ
ー
ス
（JC

uLP

）
の
完
成
年
度
を
記

念
し
て
計
画
さ
れ
、
テ
ー
マ
に
基
づ
く
報
告
者
の
国
際
日
本
学
教
育
実
践
に

関
す
る
報
告
、
そ
し
て
報
告
者
と
会
場
に
よ
る
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
式
の
討

論
が
行
わ
れ
た
。

・
秋
期
大
会

　

日　

時
：
二
〇
二
一
年
一
〇
月
三
〇
日
（
土
）
一
三
時
〜
一
六
時
三
〇
分

　

形　

式
：
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

　

第
Ⅰ
部　

学
生
研
究
発
表
会

　
　
　

報
告
者
：
深
田
慧
悟
（
異
文
化
受
容
論
ゼ
ミ
）

　
　
　
　
　
　
　

唐
雨
潔
（
漢
字
漢
文
文
化
ゼ
ミ
）

　
　
　
　
　
　
　

越
川
峻
行
・
高
山
直
也
・
寺
崎
天
悠
・
任
思
遜

 

（
現
代
中
国
文
化
論
ゼ
ミ
）

　
　
　
　
　
　
　

近
藤
哲
至
・
中
野
志
保
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
論
ゼ
ミ
）

　
　
　
　
　
　
　

ア
ナ
イ
ス　

シ
ェ
ン
・
ア
ー
テ
ィ　

プ
ー
コ
ッ
ト

 

（Sem
inar on Japanese Popular C

ulture and M
edia

）

　

第
Ⅱ
部　

研
究
発
表
会

　
　
　

発
表
者
：
田
中
亜
美

 

（
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）

　
　
　

題　

目
： 「
文
献
と
造
像
に
み
る
弁
才
天
と
仏
・
菩
薩
・
神
の
習
合 

│

江
島
縁
起
を
起
点
に
│
」

　

第
Ⅲ
部　

講
演

　
　
　

講
演
者
：
渡
邉
義
浩
（
早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院
教
授
）

　
　
　

題　

目
：「
魏
武
注
『
孫
子
』
の
思
想
」
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一
三
四

　

第
Ⅰ
部
で
は
、
多
元
文
化
論
系
の
五
つ
の
ゼ
ミ
か
ら
選
出
さ
れ
た
代
表
に

よ
っ
て
、
日
頃
の
ゼ
ミ
で
の
成
果
報
告
と
ゼ
ミ
紹
介
が
行
わ
れ
た
。

　

第
Ⅱ
部
で
は
、
一
般
会
員
に
よ
る
研
究
発
表
が
行
わ
れ
、
質
疑
応
答
で
は

聴
衆
か
ら
の
意
見
も
交
え
て
、
検
討
が
行
わ
れ
た
。

　

第
Ⅲ
部
で
は
、
本
年
度
か
ら
論
系
に
加
わ
っ
た
渡
邉
義
浩
先
生
に
よ
る
講

演
が
行
わ
れ
た
。
三
国
志
の
曹
操
が
『
孫
子
』
に
施
し
た
注
釈
と
実
際
の
曹

操
自
身
の
軍
事
実
践
を
比
較
検
討
す
る
興
味
深
い
お
話
に
、
質
疑
応
答
で
は

聴
衆
か
ら
の
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

＊ 

各
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
報
告
と
講
演
・
研
究
発
表
の
詳
し
い
内
容
は
、
本
誌

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
特
集
・
研
究
論
文
、
学
生
研
究
発
表
要
旨
及
び
ゼ
ミ
優

秀
論
文
要
旨
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

早
稲
田
大
学
多
元
文
化
学
会
　
会
則

第
一
条
　
名
称

本
会
は
、
早
稲
田
大
学
多
元
文
化
学
会
と
称
す
る
。

第
二
条
　
目
的

本
会
は
、
世
界
の
諸
文
化
の
実
態
を
踏
ま
え
、
既
存
の
学
問
の
枠
組
を
越

え
た
多
元
的
な
視
座
か
ら
な
る
文
化
論
の
構
築
を
実
践
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。
そ
の
た
め
、
会
員
の
研
究
成
果
と
問
題
意
識
の
交
流
に
努
め
る
と
と

も
に
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
は
か
る
。

第
三
条
　
事
業

本
会
は
、
前
条
の
目
的
の
た
め
、
次
の
事
業
を
行
う
。

（
１
） 

総
会
・
大
会
の
開
催
。

（
２
） 

学
会
誌
等
の
発
行
。

（
３
） 

研
究
会
・
研
究
発
表
会
・
講
演
会
等
の
企
画
お
よ
び
開
催
。

（
４
） 

学
生
会
員
・
教
員
会
員
に
よ
る
研
究
班
活
動
。

（
５
） 

早
稲
田
大
学
文
化
構
想
学
部
多
元
文
化
論
系
卒
業
生
の
懇
親
活
動
。

（
６
） 

早
稲
田
大
学
文
化
構
想
学
部
多
元
文
化
論
系
の
授
業
お
よ
び
教
育

活
動
に
資
す
る
活
動
。

（
７
） 

そ
の
他
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
運
営
委
員
会
が
必
要
と
認
め

た
活
動
。
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彙
報

一
三
五

第
四
条
　
会
員

本
会
は
、
前
条
ま
で
の
学
会
趣
旨
に
賛
同
し
、
所
定
の
入
会
手
続
き
を
経

た
次
の
者
を
会
員
と
す
る
。

（
１
） 
本
学
会
に
功
労
の
あ
る
者
で
、
運
営
委
員
会
に
お
い
て
推
薦
さ
れ

た
者
（「
名
誉
会
員
」
と
称
す
る
）。

（
２
） 

早
稲
田
大
学
文
化
構
想
学
部
多
元
文
化
論
系
に
所
属
す
る
、
も
し

く
は
か
つ
て
所
属
し
て
い
た
専
任
教
員
・
助
教
・
助
手
（「
教
員
会

員
」
と
称
す
る
）。

（
３
） 

同
論
系
の
在
学
生
（「
学
生
会
員
」
と
称
す
る
）。

（
４
） 

同
論
系
の
卒
業
生
（「
卒
業
生
会
員
」
と
称
す
る
）。

（
５
） 

入
会
を
希
望
す
る
者
で
、
運
営
委
員
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
た
者

（「
一
般
会
員
」
と
称
す
る
）。

（
６
） 

学
会
誌
の
購
読
を
希
望
す
る
者
（「
購
読
会
員
」
と
称
す
る
）。

第
五
条
　
会
員
の
権
利

会
員
は
、
本
学
会
の
事
業
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
学
会
誌
の
頒

布
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
会
員
の
う
ち
、
名
誉
会
員
、
教
員
会

員
、
学
生
会
員
、
一
般
会
員
は
、
学
会
機
関
誌
及
び
大
会
等
に
お
い
て
研
究

を
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
研
究
発
表
に
つ
い
て
は
別
に
こ
れ
を

定
め
る
。

第
六
条
　
入
会
及
び
退
会
手
続

本
会
へ
の
入
会
は
所
定
の
「
入
会
申
込
・
同
意
書
」
を
、
本
会
か
ら
の
退

会
は
所
定
の
「
退
会
申
込
書
」
を
、
個
人
が
提
出
し
、
こ
れ
を
運
営
委
員
会

が
承
認
す
る
こ
と
を
も
っ
て
手
続
き
と
す
る
。

第
七
条
　
役
員

本
会
に
は
、
次
の
役
員
を
置
く
。

（
１
） 

代
表
委
員　

一
名

（
２
） 

運
営
委
員　

若
干
名

（
３
） 

学
生
委
員　

若
干
名

（
４
） 

編
集
委
員　

若
干
名

（
５
） 

会
計
監
査　

二
名

第
八
条
　
役
員
の
任
期

役
員
の
任
期
は
一
年
と
し
、
年
度
初
日
（
当
年
四
月
一
日
）
よ
り
年
度
末

日
（
翌
年
三
月
三
一
日
）
と
す
る
。
た
だ
し
再
任
を
妨
げ
な
い
。

第
九
条
　
役
員
選
出

（
１
） 

代
表
委
員　

運
営
委
員
の
互
選
に
よ
り
推
薦
し
、
総
会
に
お
い
て

選
出
を
行
う
。

（
２
） 

運
営
委
員　

教
員
会
員
の
互
選
に
よ
り
若
干
名
を
選
出
す
る
。

（
３
） 

学
生
委
員　

運
営
委
員
会
は
、
運
営
に
関
し
て
学
生
の
意
見
や
要

望
を
反
映
す
る
目
的
で
、
学
生
会
員
の
う
ち
よ
り
若
干
名
の
学
生

委
員
を
選
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
４
） 

編
集
委
員　

運
営
委
員
が
兼
任
す
る
も
の
と
す
る
。
同
委
員
長
に

つ
い
て
は
、
同
委
員
の
互
選
に
よ
り
一
名
を
選
出
す
る
。

（
５
） 
会
計
監
査　

代
表
委
員
が
二
名
を
嘱
任
す
る
。
但
し
、
総
会
の
承

認
を
必
要
と
す
る
。
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一
三
六

第
十
条
　
会
費

　

会
員
別
に
、
次
の
通
り
会
費
を
定
め
る
。
な
お
、
三
年
以
上
滞
納
し
た
者

は
、
退
会
し
た
も
の
と
見
做
す
場
合
が
あ
る
。

（
１
） 
名
誉
会
員　
　

無
料

（
２
） 

教
員
会
員　
　

年
額
三
、
〇
〇
〇
円

（
３
） 

学
生
会
員　
　

無
料

（
４
） 

卒
業
生
会
員　

年
額
一
、
〇
〇
〇
円

（
５
） 

一
般
会
員　
　

年
額
三
、
〇
〇
〇
円

（
６
） 

購
読
会
員　
　

年
額
二
、
〇
〇
〇
円

第
十
一
条
　
財
政
及
び
会
計

（
１
） 

本
会
の
財
政
は
、会
員
が
納
入
す
る
会
費
お
よ
び
寄
付
金
等
を
も
っ

て
賄
い
、
必
要
に
応
じ
て
、
請
求
書
・
領
収
証
等
を
発
行
す
る
。

（
２
） 

本
会
の
会
計
は
、
年
度
初
日
を
も
っ
て
開
始
と
し
、
年
度
末
日
を

も
っ
て
終
了
と
す
る
。

（
３
） 

本
会
の
会
計
の
内
容
は
、
総
会
に
お
い
て
報
告
し
、
審
議
の
上
承

認
を
得
る
。

第
十
二
条
　
学
会
誌

（
１
） 

本
会
が
発
行
す
る
学
会
誌
は
、
年
一
回
発
行
す
る
。
学
会
誌
に
対

す
る
投
稿
規
程
は
、
別
に
定
め
る
。
本
会
は
、
他
に
ニ
ュ
ー
ズ
レ

タ
ー
等
を
刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
２
） 

本
会
が
発
行
す
る
学
会
誌
等
は
、
早
稲
田
大
学
文
化
構
想
学
部
多

元
文
化
論
系
の
授
業
お
よ
び
教
育
に
活
用
す
る
。

第
十
三
条
　
事
務
局

事
務
局
は
、
早
稲
田
大
学
文
化
構
想
学
部
多
元
文
化
論
系
室
に
置
く
。

第
十
四
条
　
会
則
の
改
正
お
よ
び
修
正

本
会
則
の
改
正
お
よ
び
修
正
は
、
運
営
委
員
会
に
お
い
て
審
議
し
、
総
会

の
承
認
を
得
て
発
効
す
る
。

附
則本

会
則
は
、
二
〇
一
一
年
六
月
一
日
よ
り
施
行
す
る
。

二
〇
一
二
年
六
月
二
日
改
正

二
〇
一
七
年
七
月
一
日
改
正

 

以　

上

早
稲
田
大
学
多
元
文
化
学
会
　
研
究
発
表
会
に
関
す
る
内
規

一
、
学
会
機
関
誌
及
び
大
会
等
に
お
け
る
研
究
発
表
資
格
者
は
、
原
則
と
し

て
新
制
大
学
院
修
士
課
程
在
籍
以
上
の
会
員
と
す
る
。
た
だ
し
、
運
営

委
員
会
が
判
断
し
た
場
合
は
、
そ
の
限
り
で
は
な
い
。

一
、
秋
期
開
催
の
研
究
発
表
会
に
応
募
し
、
所
定
の
手
続
き
を
経
て
口
頭
発

表
を
行
う
こ
と
が
内
定
し
た
者
が
、
そ
の
年
度
に
刊
行
さ
れ
る
学
会
誌

へ
の
論
文
投
稿
を
望
む
場
合
、
別
途
定
め
る
締
め
切
り
の
規
程
の
限
り

で
は
な
い
。

 

以　

上
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彙
報

一
三
七

早
稲
田
大
学
多
元
文
化
学
会
二
〇
二
一
年
度
　
役
員
一
覧

代
表
委
員

井
上
文
則

運
営
委
員

伊
川
健
二
、
井
上
文
則
、
小
田
島
恒
志
、
垣
内
景
子
、
高
井

詩
穂
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
チ
ャ
ン
、
源
貴
志
、
吉
原
浩
人
、
小

二
田
章
、
金
孝
珍
、
藤
本
庸
裕

編
集
委
員

伊
川
健
二
（
編
集
長
）、
井
上
文
則
、
小
田
島
恒
志
、
垣
内

景
子
、
高
井
詩
穂
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
チ
ャ
ン
、
源
貴
志
、
吉

原
浩
人
、
小
二
田
章
、
金
孝
珍
、
藤
本
庸
裕

学
生
委
員

小
林
優
太
郎

会
計
監
査

小
田
島
恒
志
、
菅
野
素
子
＊

 

＊
…
外
部
委
員　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

執
筆
者
紹
介
（
掲
載
順
）

渡
邉
義
浩　
　

文
学
学
術
院
教
授

小
二
田
章　
　

文
学
学
術
院
講
師
（
任
期
付
）

吉
原
浩
人　
　

文
学
学
術
院
教
授

田
中
亜
美　
　

本
学
博
士
後
期
課
程

岩
崎
結
衣　
　

佛
教
大
学
博
士
後
期
課
程

金　

孝
珍　
　

文
学
学
術
院
助
手

白
川
太
郎　
　

本
学
博
士
後
期
課
程

藤
本
庸
裕　
　

文
学
学
術
院
助
手

岩
田　

孝　
　

本
学
名
誉
教
授

茶
谷
さ
や
か　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
立
大
学
（N

U
S

）　

歴
史
学
部
准
教
授

マ
シ
ュ
ー　

フ
ェ
ル
ト　

　
　
　
　
　
　

米
国
フ
ロ
リ
ダ
大
学
言
語
文
学
文
化
学
科
准
教
授

デ
ン
ニ
ッ
ツ
ァ　

ガ
ブ
ラ
コ
ヴ
ァ　

　
　
　
　
　
　

 

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
大
学
ウ
エ
リ
ン
ト
ン　

 

シ
ニ
ア
・
レ
ク
チ
ャ
ラ
ー

ダ
ニ
エ
ル　

ポ
ッ
ホ　

　
　
　
　
　
　

香
港
大
学
外
国
語
文
化
学
部
日
本
研
究
学
科
准
教
授

パ
ウ　

ピ
タ
ル
ク　

　
　
　
　
　
　

文
学
学
術
院
准
教
授
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